
弓道部員の指導により弓道を体験するHISの生徒ら
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ズームイン！
　カシャ！！

広報担当がどこにでも取材に行きます。
あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ち
しています。

情報交流課　☎0040　 koho@city.makinohara.lg.jp   

株式会社ハイナンの畑代表取締役社長（前列㊧）らと児童

■北海道の国際学校生徒と相良高校との交流

　北海道インターナショナルスクール（HIS）は
６月９日から11日にかけて本市を訪れ、相良高
校と交流などを行いました。
　オリンピックのホストタウン事業が縁となり
昨年から始まった両校同士の交流で、HISの生徒
３人と引率の教師が来市。10日は、４年ぶりに一
般公開された相良高校の文化祭に参加し、同校グ
ローバルチャレンジサークルの生徒を中心に茶道
や弓道体験、ゲームなどで同世代の交流を楽しみ
ました。今後も両校同士は交流を続けていきます。

オリンピックが縁となり国際交流

学校生活の思い出づくりに役立てて
■川崎小学校に体育器具を寄贈
　 株式会社ハイナンは６月14日、川崎小学校にカ
ラーマットやバトミントンセットなどの体育器具
を寄贈しました。
　学校生活において楽しい思い出をつくってほし
いという思いから寄贈されたもの。同校の卒業生
である畑
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代表取締役社長は 「いつか母校に貢
献したいと思っていた。体育器具を使って、よく
学び、よく遊んで」と、児童に話しました。児童
は「有意義に使い、より充実した体育の授業をし
たい」とお礼の言葉を述べました。

出店者と買い物客が会話を楽しむのも軽トラ市の魅力

市の店舗、商品、魅力が大集合！
■第１回まきのはらマキティー軽トラ市
　市商工会は６月25日、榛原文化センター駐車
場で今年度第１回目の「まきのはらマキティー軽
トラ市」を開催しました。
　今回に加え、榛原地域では９月、相良地域では、
７月と10月の合計４回が開催予定で、今回は軽
トラ20台が出店。食品や雑貨など市の特産品な
どが大集合し、買い物客は両手に買い物袋を持ち、
楽しく買い物をする姿などが見かけられました。
　他にも、大道芸パフォーマンスや白バイ展示な
ども行われ、会場は大いに賑わいました。

戦争など地域の歴史を学ぶ
■戦争遺跡・勝間田城跡探検授業
　牧之原小学校の６年生39人が６月22日、牧之
原コミュニティーセンターや勝間田城跡などで、
戦争遺跡・勝間田城跡探検授業を受けました。
　これは児童に戦争や地域の歴史について学ん
でもらおうと市が開いたもの。牧之原コミュニ
ティーセンターでは、戦時中の写真や戦争体験者
のインタビュー動画を見た後、練習機「白菊」の
エンジンやタイヤなど、大井海軍航空隊に関する
遺物を見学しました。児童は、学芸員による説明
を真剣に聞いていました。

練習機「白菊」のエンジンを観察する児童ら

海水を含んだ砂を踏み固め、海水を加えて濃度を上げる作業

塩をつくるってとても大変だ
■塩づくり体験
　相良小学校の６年生77人が６月19日、相良海
岸にある「さがら塩づくり体験工房『茶々塩屋敷』」
で塩づくりを体験しました。
　地域ボランティア団体「スマイル」が江戸時代
から戦後まで市内の海岸で行われていた「揚

あ げ

浜
は ま

式
製塩法」により塩づくりを実演。児童らは塩づく
りの歴史や作業手順について学んだ後、実際に砂
浜で塩田をつくり、当時の道具を使って体験しま
した。体験を終えた児童は「塩づくりの大変さが
分かり、塩のありがたみを感じた」と話しました。

今年も正しく花火を楽しむよ
■花火教室
　坂部保育園の３〜５歳児42人が６月19日、花
火教室に参加しました。
　これは、本格的な夏の花火シーズンを前に、各
家庭で安全に楽しく花火ができるように消防署員
などが講師となって毎年行われているものです。
　園児らは、最初に「花火の正しい持ち方」や、「大
人と一緒に花火をすること」などの注意点を学ん
だ後、園庭で手持ち花火を使い、正しい遊び方を
学びました。参加した園児は「やけどなく気を付
けて花火ができた」と話しました。

消防署員の指導を受け、正しく花火を楽しむ園児 伊藤代表㊧、ライダーの増
ます
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市内初の快挙！夢舞台にライドオン

　市内のレーシングチーム「ゲズンハイト
レーシング」（菅山区）が国内最高峰のオー
トバイレース「2023FIM世界耐久選手権 鈴
鹿８時間耐久ロードレース 第44回大会（以
下、鈴鹿８耐）」に出場が決定したことを受け、
６月16日に市長を訪問しました。
　同チームは５月に行われたレースで結果を
残し、見事に出場権を獲得。８月４日から６
日にかけて、鈴鹿サーキット（三重県）で行
われる鈴鹿８耐に出場する予定です。
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代表は、「鈴鹿８耐への出場は中
学時代からの夢であり目標。協力いただいて
いる関係者の思いに応えるべく、決勝レース
に出て完走したい」と意気込みを語りました。

■市内チームが鈴鹿８時間耐久ロードレースに参加
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